鎌倉市自治基本条例策定市民会議

策定支援部会第７回推進委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１９年９月１４日（金）　午後１時３０分～４時１０分

	場　　所　　　　　　　市役所　分庁舎講堂

	出席者：太田、春日、幸道、宅見、三嶋、山村、渡辺光　オブザーバー：橋爪代表

欠席者：大嶋、狩谷

司会進行：幸道
事務局：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

◎　はじめに

◉資料確認、会議概要について

第６回会議の概要については了承。

１　第２６回全体会および第５回幹事会の会議概要について

　　・会則修正案の議論は凍結と決まったが、できるだけ早く確定するのが望ましい。

　　・１８日の幹事会で討議、決定したほうがよい。

　　・幹事会に異論を唱える会員には、傍聴を呼びかけてみてはどうか。

２　各実行チームの現況報告

(１)地区別実行チーム

◉ 鎌倉チーム

・素案大綱ができるのを待ちたい。

・すでにＰＩを実施した自治・町内会には、約束通り９月発行のニューズレターを届ける。

◉　腰越チーム（欠席）　

◉ 深沢チーム

・「深沢チームの作業段取り（資料）」を参照。

・９月８、９日に合同懇談会を実施、４団体５名の方との意見交換を行なった。条例の必要性をわかりやすく端的に説明を望む、条例によって従来の自治会活動を制限されては困る、などの意見があった。

・１６日に笛田町内会でＰＩ活動を実施する予定。

◉ 大船チーム

・「大船地区町内会に対するＰＩ活動（現状）」参照。

・９月１日、９日にＰＩ実施、報告書を作成したので参照してほしい。町内活動の実態に差がある。

・１０月にもＰＩ活動を予定している。

◉ 玉縄チーム

・「玉縄地区ＰＩ進行状況」、「玉縄チーム連絡№４、５」参照。

・８月２０日、チーム作りを前提に会議を開催、サブリーダーは鈴木さんに決まった。

・８月は５箇所のＰＩ活動を実施、合計で７０～８０人。手付かずの自治・町内会への対応を検討したい。

 　　(２)団体別実行チーム

◉ 事業者チーム

・素案大綱ができた後に、鎌倉民主商工会、神奈川土建組合などにコンタクトする。

・事業者団体合同のミニフォーラムをやってみたい。

・ＰＩ実施済みの団体に最新号のニューズレターを届ける。

◉ 市民活動チーム

・個別のＰＩ活動は５団体、１１６名に実施。今後４団体が具体的になっている。

・1時間以上時間がもらえた場合は具体的な意見が出てくる、フィードバックが大事だ。

・条例施行後を監視する市民活動が必要、という意見があった。

◉ 教育文化チーム

・「教育文化グループ活動状況と今後の予定」参照。

・２団体２２名と懇談済み。

・今後「障がいのある子どもを持つ親の会」など５団体を訪問予定。

・ニューズレターへの投稿によって意見を出してもらう予定。

３　推進委員会の当面の作業確認

(１)第１次ＰＩ活動収集意見の取りまとめと策定委員会への提出

　・各グループは１８日中にＰＩ活動議事録を経営企画課渡辺さんと幸道委員長に提出すること。

　・これらを１９日の策定委員会へ提出する。

　・報告シート（三嶋さん作成）をフォーマットとする。

(２)ニューズレター６・７合併号の発行と次号の発行予定

・９月８日付けで６・７合併号を発行した。

・次号の企画書を広報チームから提出してもらう。素案大綱のお披露目的な特集号となるだろう。

・合併号の意味づけはあるのか？－毎月発行を目標としているので。

（３）１０月２６日（金）開催予定の第3回市民会議フォーラムについて

　・８月２０日に実行委員会が発足、９月１２日に第３回目の会議を行なった。

　・ちらしの配布はこれまでのＰＩ活動で培った連絡網を大いに利用して、自治・町内会から多数の参加をお願いしたい。

　・タウン誌への情報掲載を依頼する。

　・副題は“自治基本条例でまちをかえよう”。

　・今後の作業は当日の看板づくりや講師との打ち合わせがある

　・推進委員会各チーム25人程度をめやすに、市民会議が人海戦術で人集めを行ないたい。

　・三鷹市からは目に見える成果を報告してもらう。講師からは「条例は漢方薬でじわじわと効いてくるものだ」とのコメントがあった。

　・ＰＩ１次をチームごと時系列にまとめ提出、これを推進委員会一覧表にして公開してはどうか。-経営企画課渡辺さんに作成を依頼する。

（4）第２次PI活動の作業計画の検討。

・第２次PI活動は１１月開始を予定とする。

　　・第２次PI活動の期間は、策定作業部会の今後の活動計画が明確になり次第決定する。

・第２次PI活動は条例素案大綱（案）を基にした具体的な対話活動を中心に行う。

・第２次PI活動を開始するに当たり、事前に挨拶状と素案大綱（案）を送付し、前もって検討をお願いしておくようにする。

・組織体制については変更せず、これまでの体制で臨むこととする。
・第２次ＰＩ活動が始まる前に、いただいた意見をどう扱い反映させるかの方向付けや前提を決めておきたい。

	特記事項

・次回推進委員会は、１０月１８日（木）午後１時半より、場所は８０１会議室


